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これからの社会とそこに生きる自分を構想する生徒の育成
堀口勲小栗英樹川中子靖
1 研究テーマ設定の趣旨
次の時代を築いていく子どもたちは「将来からの留学生Jである。近年の社会の変化は
著しく，私たちの生活が豊かになる一方で新たな問題が発生し，解決のための模索が続け
られている=生徒たちは，ますます激しく変化する社会に生きていくことになる。将来に
は様々な困難が待ち受けているだろう。学校は，生徒がこれからの社会を生き，さらには
社会を支える人聞に成長していくために必要なことを学ぶ場でなければならない。
中学校社会科は，生徒自らが社会的事象の中から課題を見出し，その課題を解決するた
めに知識や技能を活用して追究し，表現する過程を通して社会に対する関心を高めるとと
もに，社会の形成者として望ましい態度を身に付けることをめざしている。
本校社会科でのこれまでの研究で分かつてきたことは，友人と対話をしたり，自分で資
料を吟味しながら考え，分かる授業によって社会科の学習に対する意欲は高まり，思考力
を含めて学力を向上させることができる，ということである。現在の社会科をめぐるキー
ワードは，思考力・判断力と考えられる=
それでは，社会科でこそ培うべき思考力・判断力は何だろうか己次代に生きる子どもた
ちに社会科が培うべきは「構想力Jである，と私たちは考えた。研究テーマの「これから
の社会を構想する」とは，今後の社会を予測したり，あるべき社会の姿を考えたりするこ
とである。これからの社会について根拠をもとに論理的に考え，予測することは，思考力
を育成したり，社会認識を深めたりする上で非常に効果的な手だてである。だが，私たち
は，構想力を育成することを，単に社会認識を深めたり，思考力を育成したりするための
手だてと捉えているのではない。構想力こそが将来の実生活に生きる，社会科で学ぶべき
学力の中核であり，構想力を育成する授業や構想を立てる授業によって，社会科の学習課
題，教材，手だても変容すると考えているのである。
「そこに生きる自分を構想するJ とは，社会科で学んだことを通して自分の生き方を自
分自身に閉し、かけ 自分の将来の目標を社会と関連付けて見出すことである。「そこに生
きる自分を構想するJことは，社会科の目標に照らして，また主体的に社会に参画してい
く態度を育成するためにも欠かせない。これからの社会とそこに生きる自分を構想するこ
と，それによって構想力を育成することは，社会科でなければできない，そして生徒自身
の自立に資するものであることを確信し，その手だてを生み出す研究としたい。
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2 構想力とは
(1)構想力の定義
一般的に構想力は「考えを組み立てる力Jr考えをまとめ上げる力」と定義されるが，
本研究では中学校社会科における構想力を次のように定義する。
中学校社会科における構想力とは，これからの社会やそこに至る道筋，自分の在り
方等を，情報を収集・分析・総合して論理的に考え，明確に予測したり判断したりす
る力。未来を切り拓き，これからの社会を生きていく力の中核となるもの。
?， ?????
図 1 構想ができるまで
(2)構想を生み出す過程と構想力
私たちが実際に構想を生み出す際
には，複雑な過程になるが，整理す
るとおおよそ図 1のような過程によ
って構想は生み出される。図 1中の
r scrap & bui 1 dJ とは，この間の
過程を何度も往き来すること，すな
わち，これからの社会やそこに生き
る自分について情報を集め，構想を
生み出しては吟味・修正することを
繰り返す，という意味である。
構想、ができるまでの各段階で求め
られる学力は表 1のように整理でき
る。これらの学力の総体が構想力で
ある。なお，各段階に位置づけた「求
められる学力Jは，その段階のみで発揮されるわけではない。例えば， r自分が生きるこ
れからの社会に対する関心j や「社会的事象への幅広い関心Jrすでに獲得された知識J
は構想ができあがるまでの各段階で必要である。表 1では，主として求められる段階に位
置づけてあることを付け加えておく。
構想力は，構想する人の主体性がなければ発揮されない。これは，構想力が，思考力と
深く関係しているためである。その意味で，主体性，すなわち構想を創り出そうとする意
欲は，構想ができるまでの過程全体で求められる。そして，この意欲は「自分が生きるこ
れからの社会に対する関心Jr社会参画しようとする態度j などから成り立っている。
「社会的事象等への幅広い関心」は，テーマを見出し，情報を収集する段階と関わりが
深い。この段階で幅広い関心が無いと，収集する知識が偏り，不十分な構想になってしま
う。優れた構想には幅広い関心に基づいた多様な知識が必要になる。「関心あることに関
する知識Jは「構想案の作成・吟味Jの段階でも必要である。
ト情報の分析Jr構想案の作成・吟味j の段階では批判的思考が必要である。これから
の社会を構想することは，推論することである。推論をできるだけ正確にするためには，
様々な先入観や偏見を除いて判断することが望ましい。そのために，批判的思考を使って
吟味することが求められるのである。
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表1 構想ができるまでの段階と各段階で求められる主な学力
構想ができるまでの各段階 | 各段階で求められる主な学力
構想の必要性の認識 |・自分が生きるこれからの社会に対
予測すべきテーマを見出す。それが自分のこれからの生活| する関心
と関連があると気付いたり，自分の価値観に照らして看過|・自分の将来を構想しようとする意
できない事態に対して構想の必要性を感じると思われる。 I 欲
・社会参画しようとする態度
.社会的事象への幅広い関心
.すでに獲得した知識
情報の想起・収集・分析 |・資料収集の技能
構想するために必要な情報や知識を思い起こしたり，新た|・資料読み取りの技能
に収集することである。現状を正確に把握するために必要|・批判的思考
な情報を収集する。さらに，集めた情報や知識の中から構
想、を生み出すために必要な情報を選択する。
構想案の作成・吟味 |・嫌々な情報を結び付け総合する力
選択した情報を組み合わせ，総合して構想を作り上げる。 I・批判的思考
そして，いったん作った構想案の妥当性を確認する段階で|・自分の意見を深めたり吟味したり
ある。それぞれの資料の読みとりや解釈は正しいか，論理| するために対話する力
は正しいか。これらを吟味して，もし必要があれば前の段
階に戻ってやり直す。この段階では，他の生徒に自分の構
想を示し，批評を受けるのも有効だろう。吟味した結果，
問題がなければ構想が完成する c
構想の完成
そして，構想力の中核となるのは「様々な情報を結び付け総合する力」である。丁寧に
説明すれば，収集し，読み取り，選択した情報をもとに，これからの社会がどうなるのか，
社会のあるべき姿を実現するためにはどのような過程を踏めばよいのか，社会の変化に対
応したり社会を変えたりするために自分はどうしたらよいのか，といった聞いを解決する
(すなわち，構想を創り上げる)ために，社会的事象聞の因果関係を推論したり，社会的
事象の影響を推論したりして，判断する力である。見方を変えれば， r学習指導要領解説
社会編J に r~学習した内容を活用』するとは，学習した内容の比較や関連付け，総合の
過程などを伴うものであり，…J(p. 13) と書かれているように， r様々な情報を結ひ。つ
け総合Jして構想を作成することは，活用型学習活動の一つであると言える。
また，他者の考えに触れ，構想、の質を上げるために「自分の意見を深めたり吟味するた
めに対話する力J(他の生徒と対話するために自分の構想を分かりやすく説明したり，自
分の構想、等をもとに他の生徒の構想について情報を提供したり，意見を述べたり，質問し
たりすること)などが求められる。
力は，使えば伸びる。各段階で「求められる学力j は， rはぐくまれる学力Jでもある。
特に，構想を生み出すことによって育成される力があり，構想、力をはぐくむ上でも中学校
社会科の目標を達成する上でも重要な力である。それは，第一に「構想、を創り上げる学習
? 。
への意欲Jであり，第二に「これからの社会を生きていく力Jである。
「構想を創り上げる学習への意欲j は，構想、の意義を理解すること，周囲の協力を得な
がらも自分自身で創り上げた成就感によって醸成される。当然，次に構想力を発揮する際
の原動力となる。「これからの社会を生きていく力Jは，自分の創り出した構想(すなわ
ち，これからの社会やこれからの自分自身に関わること)について継続して関心をもち，
自問自答を繰り返していくこと，構想を創り出すことを通して「社会はもっとよくなる j
f社会は自分たちの行動によって変えることができる Jr社会や自分のこれからが楽しみ
だJ といった展望をもつことによって醸成される。簡単に言い換えれば， rこれからの社
会を生きていく力Jは意志と自信によって支えられている，ということである。また， rこ
れからの社会を生きていく力Jは「構想を創り上げる学習への意欲Jをも含む，より高次
のカである。
3 研究計画と評価の方法
(1 )研究の計画
第 1年次 第 2年次(本年度) 第 3年次
? ? ? ?? ?
???
????????? ?? ?
間指導・評価計画の見直し・完
.合.
:学習課題の開発 j
: 教材の開発 : 
:手だてを見出す:
図2 研究計画
授業実践とその分析を通して分かつたこと，検証できたことや，公民的分野・最終単元
の生徒作品「卒業論文J，学年末に全生徒に対して実施する質問紙調査等から明らかにな
ったことを生かし， rこれからの社会とそこに生きる自分を構想する生徒j を育成するた
めの三年間の指導(評価)計画にまとめる。
(2)研究の評価方法
ア 第3学年末の卒業論文
中項目「よりよい社会を目指してJの学習で，一人一人の生徒が作成する「卒業論文J。
中学校 3年間の社会科学習の最後に位置づけ，これまでに培われた「構想力Jが存分に
発揮させたい作品であるロこれからの社会とそこに生きる自分をどのように構想したか
を分析することを通して，カリキュラムおよび指導の手だての有効性を評価する。
イ 毎学年末に実施する質問紙調査
全生徒を対象に学年末に社会科に関する質問紙調査を実施する。調査項目には社会科
授業に対する感想 社会科の学力に対する自己評価， r構想、力Jを構成する学力に対する
自己評価等である。この結果の分析を通して，指導計画や指導の手だての有効性を評価
? 。
する。
ウ 各単元の学習における生徒作品の分析
生徒作品をもとに生徒の目標達成の状況や生徒の変容を分析することを通して，指導
目標の妥当性，教材の有効性，指導の手だての有効性を評価する。
エ 毎授業終了時の生徒による振り返り
「授業を終えてJ(授業の最後 3-..5分間程度で，一人一人の生徒が授業で分かつたこ
と，考えたこと，新たに生じた疑問等を書く)の記述によって，各々の生徒が分かった
こと，考えたこと等を分析することを通して，指導.目標の妥当性，教材の有効性，指導
の手だての有効性を評価する。
4 15歳が考えた構想 ー『よりよい社会をめざしてJの実践と作品例ー
中項目「よりよい社会を目指してj では， i卒業論文Jという単元を設定した。構想力
を発揮させるとともに，より確かなものにするためである。表 2に単元の概要を示す。こ
の単元の学習を，中学校社会科 3年間のまとめとして，構想力を発揮・育成する学習とし
て有意義なものとするために，次のことに留意し，工夫した。
表2 単元「卒業論文Jの概要
時 題目・学習活動の概要
第 1時 「持続可能な社会とはJ
-持続可能な社会に関する説明や地球環境問題等の資料をもとに，持続可能な社会
を築くために解決すべき課題を見出す。
第 2時 「探究子ーマを決定しよう」
. r探究テーマ決定シート(教師作成)Jを使って.他の生徒や教師と相談しながら
一人一人が自分の探究テーマを決定する。
第3-5時 「探究しよう」
-一人一人の生徒が.新聞や文献，インターネット，アンケート，インタビュー等
の方法で自分自身のテーマを追究する。
第 6時 「中開発表会』
-それぞれの生徒が自分の作品を机のよに置き.教室内を自由に移動して互いの作
品を読み合う。読後は，付護紙にコメントを書いて机に貼ってくる。
第7，8時 「自分の提案をさらに改善しよう」
-中開発表会で他の生徒や教師からもらったアドバイスをもとに，自分のレポート
を改善する。
第 9時 発表会「よりよい社会を目指してJ
-グループごとに発表し，他のメンバーからコメントをもらう。
第10時 発表会『よりよい社会を目指してJ
-前時のつづき。グループで推薦された生徒が全体で発表する。
学習のまとめ「発表会『よりよい社会を目指して~J
-ワークシートを使い，それぞれの生徒が各自の追究過程を顧みるとともに.他の
生徒のレポートから学んだことをまとめる。
? ?
(1)留意点と工夫
ア考え続けていく態度を育てるために
構想について考え続けていく態度を育てるためには， i卒業論文Jを単なる調べ学習に
終わらせてはいけない。自分なりの提案を盛り込むことが大切である。これまでに学習し
たことや新たに調べて分かつたことをもとに，課題解決の方法を提案させるのである。課
題解決の方法を提案することは，自分が設定したテーマ
について自分なりの見方をもつことにつながる。これま I1 テーマ設定の理由
で以上に関心をもって事象を注視していくようになるに 12 調べる方法
違いない。少し大げさな言い方かもしれないが，これか 13 調べて分かったこと
らの自分の生き方の指針の一つ，社会参画していくため 14 私からの提案
の手がかりを得ることになるだろう。 15 参考資料
そこで，右のような項立てを教師から提案し， i私か
らの提案」に力点を置くように助言した。
イ 「提案の質J= r構想の質Jを高めるために
生徒同士の学び合いや教師の助言によって，次のことに気付かせる。
-課題を解決することの難しさ
・地域，国，国際社会の事象聞のつながりや，政治，経済，社会，文化等の関連
地球温暖化の問題を解決するために冷房の設定温度を上げるとか，世界各地の紛争を止
めるために，武器を持たせないといった解決策は，なかなか実現しない。「卒業論文Jで
はこれより質の高い提案を求める。そのためには，課題の背景を理解し，易々と解決でき
ない理由が分かつていなければならない。解決が容易でないことが分かれば，生徒は解決
までの道筋を構想するだろう。徐々に社会を変えていく現実的な構想をもたせたい。
また，地域，国，国際社会の事象間のつながりや，政治，経済，社会，文化等の関連を
見出すと，生徒は興味深い解決策を生み出すことが期待できる。また，このような思考の
によって事象聞のつながりや関連を見出す意味を一層深く理解することが期待できる D
(2) 作品の評価(構想力に関して)
作品例 1，2は，表3の評価規準等に基づいて評価し， i思考・判断・表現Jについて
「十分満足できるJ状況と評価した作品である。
表3 r卒業論文」の評価計画(一部)
評価規準 [思考・判断・表現]
これまでに習得した知識・技能を活用し.対立と合意.効率と公正などの視点を生かして，これからの社
会の予測やめざすべき社会，そこに至る道筋.そこに生きる自分を構想し，その結果や過程を分かりやす
く論述している。
「おおむね満足できるj状況 「十分満足できるJ状況の一例
市場の原理や民主主義の原則，基本的人権の尊霊等 (rおおむね満足できる』状況に加えて)効率.
の知識を活用し. 効率及び公正の視点から考察したこ 公正等それぞれの視点について多面的・多角
とが論文に書かれている。 的に考察している。
一
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-ー 化石燃料に代わる新エネルギー 「簿類バイオマスj 耳T.私の提案
l 探党動観
エネルギー を自国で採ることIまできないが経済発展しそうな固でこの活動を
さかん1:1.:.たい.
そこでアヲ幼の中でも成集'/)t著しいが原油の95%を鈎入I二依存していて、
代醤エネルギー の噂入を積討している衛力閣共和雷で相、郎、と思う.私たちは宿泊金自なくなると自主きていけない.1l:た日本rt使う石鎗のうちおよそ99%を
穐入に額っていると晶、ラ現状.もし、穂入がストップしたら.と考える践すで恐ろしくなる.
また石織のE華麗や地球選暖化への窓磁の溜まり、原子力発窓訴の事故により注目が
寓まっているパイオ婚相じ弘も興味を持ったから.
O. 探史方法
インター ネヲトなI;!..
瓜 わかったこと
. 
???? -鳩山政抱のもとで2020年ま切=ニE量化良禽鈴出25%郎総
・食糧との援争品埼〈、オイJI-生怠効寧が非常に高い
伊-‘ー
〆勺》、
一円
一争 ι九一"-'_
。袋E骨・・・劉，、面積で大量白こ油企甥i取できる
気・濠・箇体鎗斜叫E換することができる
貯1m嶋送ができるようになり、自動車などの
給送局料としての剰用品明飽
X短所…供給に季節性があ仏エネルギー感度が低い
水分が多〈含まれているためf二発然環が小さい
パイオオイルに変換するの1:多綴のコ^ トが必袈
またこの活動を広げるためにNGO閲体でパイオマλ般車場を生産する企裳を立ら上Ifg.
日本晶石油申地随震鎗λ陰串岡田時血 一多額のヨスNこついてー
1.踏外国1君主、その事j用を促進するためl二、敬和二よる稽入目栂の鑓示、続鋼、補助
などの支復策がとられホ，、るた&日本でも所得穏や浪人穫を下1金設を優遇するa
e抑止ー ン投資滋混というものを農林水産省I孟23年度に車育館し帥t本質・草本のみ
対象となっている.)また、すべて続金でまかなうわけ旬孟な〈あくまでも優遇するのみ.
2.諺金などで支湿してもらう
NGQでやっている募金活勘に多加し支撮してもらう
3.その企1&を徐窓会主釘=する
徐式会社の積Ih誕である少量自の株主主を文努の人に買ってもらうことで
多磁の資金を集めるととが可飴
g 
f!，~".P ・l .，.Ji盤パJ ;.;~1I!1. n"， 1 V.あとがき
lOCt抱白
この活動を世界に広げるため悶ままだまだ主主衡が足切ず叡儲のコ件も高いため
なかなか鑑u.、が賞金のxi>>などを穣領約i二行い‘二酸化炭素の空間滋や化石費量科の
消S時御えるために、との活動を劫、んにさせたいと思った.
帥創闇 食料金*，こ惑影響を与えない鯵で効率的に資源作物を生産するζとが軍要であり、
大盤会慶するた似=欧低ヨストで生産できるようにする必要量句るとわかった時期
制淘剖
開踊
i191d 
42L 医調
，.崎，;-...1!i ，10 
現状H・裂が留の生産量は、20O.5&j:ll時点でま手間合計30.キCl)ットJレ種皮
一方、世界i主的3，650.万キ印かトル
アj.IJカ、ブラジルの2カ国の生産量が突出していて、
世界の生E量置の鈎7劉を占めている
主士会保障と説の一体抜箪
四日本の書士会保鶴制度はどうあるべきか~
ー.テーマ醍定の理由と調査方法
{りや社会保障の湯路とul核
今日.少子高勧化の影響を3eけてか.倒〈人の負担が繍えるばかりで、肝心の自分が定年金超えた後の生活の
保障がない状包が緩いている.政府は社会保障とaのー体自主事~16lf、社会保録制度の改隼を目指しているが、
果たしてこの改革はどのようなものであるがも知りたいと怒った.この問題は、自分の将来にも大きな修習を及
ぼすものだと思うので、このテー?を爾ベてみることにした.
(2)窃釜l.nま
インターネ!!II-.線路‘務関電事唱と要事請書にtl'JfE.，
N 
2.由ペて分かったこと
{刊社会保障.(1)_と混成
・昭和20年代z験畿の混乱期に生活回総者向の生活a助を行う{社会保障の緩底}
・昭和3，40年代:高度経務成長の中、関長皆保険、勝竿念、社会保F惨め窪lIllが進む
・昭和5、60年代:高度経済成長が終わり安定した社会保障A と見直しをする
・平成以降=少子高鈴化、バブル崩壊による長期低途期となり‘現状社会に対応した徳造改革継進を日常す
(2)書士会優隠とfA<1Jー 体改a
政府は、 U本の社会保持とZ援を一体として改本しようと考えている.l!なatr.の内容はetのとおり.???
筏創 -溺貨車韓$弓l含. U':S軍E696の混皐を'2016量~10ßまでに1096(.IIl-Þ)
-所得訟の最高犠耳障f混在柑96】引き..tげ:øa所郁子万円胞の観寧司~1 1S年111から46制=
-格儀畿の震m~虫色:am盤.を411組小、量高寝寧f現在5096】も55弛I三
年金 -支車書留を1111:12年10sから可4年度寂で需情的1::2.5%分割t?下げ
.$iE主主員に思金年金通期徳大
.a蔚傷者の釜礎年金を量文月3.3万円滋顕
伝情傷者<1J支銭聞こ最夫1.6万円上積み
医復・合思 -低侵得省(1)国民健康保蹟軍事程調車
-所得の偉い富傷者のma保償制緩~
-低蹄縛舎の高額庫銀貨の負担..t砲事If警下げ
-会社員の介E担保隊"を収入に応じた負担1:
手育て亥僅 -幼骨骨化な摘しい子育て支援鯛庭:清重量IOf!t1:合わt主て$梅線入
-保育の供給昼をfIやすことで.事事a匁.~.鴻
-幼程圏.保育館のー 体化によ&.).小学lUt繁簡の予侠に賓の寓い学松e.
3.私からの担案
(1 )主主会保険の寝主主の者著書
ある程度の怯会保障を政府が提供することによって、由民は生起、前奏などを安心して取り組むことができる
ようになる.また、生活が図書量になった入荷の支鐙など、民間ではカパーできないS草分を.徒会保'"が支えてい
くのだと忠弘よって.税除、社会保障制廃自体にはま電成?である.
しかし、現状は、関の借金が滑え続けて、笛民負担も泡加しているのに、一向に社会保障が安定せずー郁の人
は死ぬほど生活に普しんでいる状怨となっている.ζのような現紋を見て手みる左、針:会保母制度の効.r.Jlがo<、
公正が!4¥たれていないといえると思う.なので‘これらの閃E請を考える時には、弘は公正、効事が耳lOになって
くると恩う.その中で、公正を考えるとなると、どの程度所得の時分配が行われるべきかを考えなければならな
いと思うし、効率を考えるとなo!:，説の鶴皮とも併せて考えなければいけないと悠弘実際に、どのようなを士
会保織を目指していけばよいのかを、草色は，1k.1(<fの社会保障と畿の一体改箪の提携をむとに考えてみた.
(2)急からの鍵漂
仁社会保障の公定
・若年の中からの代表を社会保障t1.)J書簡のゆに参加させる場を設ける
社会保際m内容を考えるときに、実際にその財源金負担する税たちまま停の意見も鐙2if=:取り入れなければも ζ
の先、大人だけのiItえで制度が議定されていくのではないかを不安に思う.そのため.社会保rillt1Jot'の世態にと
れからを担ろ倫代からの窓見脅忠り入れるペ合であると考える.具体的には、社会保f;(tの怨請の中に若年からの
代畿をB加させる窃を縁けるべきだと忠弘
・若年が政治を学べる場を学技の授業に世ける
滋事告の中lζ若年を重量加させても局知慢の少ないままではその怠徐がなくなってしまう.そのたぬ、務停にも社
会保隊、また国の政治について知ってもらうための勉強の犯を学授の綬援に組み込むべきだと忽う.jとだ.その
授業では.知殻と現択など、事実を中心iこ教え、その先を自分で考えるような形にするベきだと忠弘
-病院の受診科の負担を高齢者も含め、一律で3割負担にする
fJ.弘社会係閣こは祭駄な二愈銀助のようなところになっていると忠弘医療の分野においては、高齢者、健
所得省や磁のない入には‘それぞれ年金保肢の支給や、庖用保践の支給があるのだから、 ZE働者毒事も符過の人と
悶じよろ~負績にすベ舎だと思う.図の改第には低所得者の手当てを今以上に手厚〈するとあるが、訟は上のよ
うにすべきだと忽う.
JI.社会保鱒の動車
・公務貝の給与闘融、人民聞説、掃駄な事業の閑誠
従来以上に、公鴻員、事業の附減告と行い、少しでも篠駄を省けるようにす6ことがまずは第ーであると忌弘
・消費説率の増裂は差し止め、相館韓、間与誕の最高種事を60'もにする
社会保様、また、 Z聾1Itの財源として務費裂が注目されているが、誌はそれよりも格統緩や悶与穫の磁場金上げ
るべきだと思う.なぜなら‘次の枇代にru還を線総する際の畿金が高ければ.自分らのt住代での資謹の消賓が司自
えると考えるからだ.そうして琵金の動舎が活援i乙なれば‘経演の復興も可健になると思う.また.費量全線ぐ
ことができたのも財段の備さがあヮてこそなので、給量誕の臓の繰a強化は、現にかなっていると恋う.
・食軒品の務費韓をな〈す
I 台 1000万円の高級車を買うことができる入札日tの~績が苦しい人もー徐の泊費袋でI弘低所得者の
負視がどうしても渇くなってしまう.そのたの、欧米治参〈の闘が行q ているように.禍食事U:食斜N>のiI'IJ奇穫
を分けて考え、生活~.曾品である会事事の溝型P担割慎重ー 0%1こ・するべきである.
o 
寸4
4.あとがきと参考資料
{りあとがき
現在、日本の社会傑降餓皮除、周りの環境の変化に適応できてないkころが多いと島九今のままでは.その
うち制度が.ifすることは明らかで‘そのために政府は改本を行っていくのだと思丸しかし.留に佳せた窪ま
では.国民、併に若い世代lζ知らぬ関に負担が増えていくことにもなり治サaな弘、しっかりと関民が危機意鎗を
持って国の動向を践観する必獲があると，m..，た.
(2)多得資総
.httn:/Iwww.mhlw.曲.恒/toukeifIt:imtl
. h鈴D://na1utnish法nnii.inlbl個略980 など
作品例 1の評価
作品例 1は，次のように「効率及び公正の視点から考察Jしている。この生徒は， r食糧(生産)
との競争がなく…Jr食糧生産に悪影響を与えない形で…Jと.さかんに食糧の安定供給に配慮し
ている。これは， r世界平和と人類の福祉の増大」の学習で，食糧価格の高騰によって飢餓や栄養
失調に苦しむ人たちが多いことを知り. r公正な食糧供給」という視点を，これからのエネルギー
開発という構想に生かしているのである。また，財政の役割や税に関する知識を活用し，新エネル
ギー開発をさかんにしようとしている。これらのことから「おおむね満足できる」状況にあると言
える。そして.この生徒が「十分満足できる」状況と判断した理由は，経済発展が著しく.エネル
ギー需要が高まることが予想され.化石燃料を輸入に頼っている南アフリカ共和国をモデルケース
とし，これを足がかりに全世界に藻類バイオマスを広め.エネルギー問題，地球環境問題を解決し
ていこうという「解決への過程」の構想が具体的で現実的であることである。多額のコスト収集の
手段をあげることで具体性を一層高めている，と言えるだろう。
作品例 2の評価
作品伊IJ2は，次のように「効率及び公正の視点から考察』している。 ζの生徒は，社会保障につい
て.効率，公正の視点から徹底して分析し，自分の提案を吟味している。例えば.日本の社会保障
制度が「効率が悪く.公正が保たれていない』と分析し.公正さを実現するために.若い世代の代
表を話し合いに参加させ(r機会の公正J).世代聞の不公正を是正しようと提案している。 ζのこ
とから『おおむね満足できるJ状況にあると言える。さらに. r公正Jr効率』の視点を明らかに
して社会保障制度の在り方について多面的・多角的に考察していること，それらの説明の分かりや
すさから「十分満足できる」状況と判断した。
この他にも， r核兵器と世界平和Jをテーマに探究した生徒は，その動機に「戦争が起
こり核を使うことになれば持続可能な社会は成り立たなくなる。では，核を持たなければ
平和になるのか。Jと書いた。そして J r相互確証破壊Jや「貧者の核兵器J，核保有国の
憎加といった知識から，現在の核兵器を巡る世界の現状は「現実的だが公正でないしくみJ
と判断した。その上で，急激な核廃絶が困難であること，すでに存在している核兵器を完
全に無くすことは困難であることを予測し，核兵器が使用されない国際社会を構築するた
めに話し合いの場を増やし，その話し合いを通して「核兵器を持たない社会Jを目指すの
ではなく，まず「核兵器が使用されない社会」を目指すべきだと結論づけている。さらに，
日本は， r核兵器を持たない大国J として国際社会で信頼を得ていることを根拠として核
兵器を持つべきでないと締めくくった。粘り強く，現実的に核兵器の廃絶に取り組んでい
こうとする構想を立てたと言える。この生徒は，学習のまとめのワークシートに J r人の
心理をかけあわせて考えないと核兵器をなくすことは難しいのでそれを考えた対策をつく
るJことに苦心した，と書いている白
いずれも，中学校卒業時に限られた時間の中で作成したレポートとして，十分に目襟を
達成していると判断した。ここに至るまでに，私たちは試行錯誤しながら実践を重ね，次
のような構想力育成の手だてを見出した。
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5 構想力を育成する手だて
構想力を育成する手だてを図 3のように見出した。
構想の過程
構想諜の作成
'.吟味
『構想力』を構成する学力
0自分が生きるこれからの社会に
対する関心
O自分の将来を構想しようとする意欲
O社会著書画しようとする態度
← -0社会的事象への幅広い関心
0すでに獲掃した知臓
0資料読み取りの技能
構想力を育成する手だて
←ーー四口時事的事象を生かした学習課題と教材の開発
←一口現状に至る経過や政普の過程を理解させる教材の開発
モ一一口社会科を学ぶ楽しさを実感させる手だて如
モ一一口習得と活用を繰り返す指部計聞の作成制
※1は平成14-16年度の研究成果を利用
※2は平成20-22年度の研究成果を利用
←一口多織に解釈できる資料の教材化
モ一一ロ複数の資料の鶴み比べ
ロ政府や臨者、歴史上の人物の構想を考察・訴価させる
学習蝶題
口近い将来の獲を予測させる学習課題
ロ公民的分野「現代社会をとらえる見方や考え方』の習得
。様々な情報を結び付け総合する力| 肘一一! と活用に留意した指導計画の作成
0自分の意見を深めたり時昧する
ために対話する力
0 
. 構想を創りょげる学習伐の意書t〉
C.h・...れからの社会を生きてい5カ.コ
口思考力・判断力・表現力を育成する手だて制
・事象聞の関わり(原因と結果等)を見出させる学習課題
.事象聞の比較によって特色を見出させる学習課題
・被数の資料を総合して分かったことを脱明させる学習課題
.思考の過程を可視化するワークシートの作成
※31ま平成20....22年度の研究成果を利用
モ一一口一つの課題につき考える時間を二度以上陸定する学習方法
(自分で考え‘意見や情報を支換・共有し、再び自分で考える)
口これからの社会やそこに生きる自分を構想させる学習課題
図3 構想の過程・構想力・育成の手だて
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(1)現状に至る経過や改善の過程を理解させる教材の開発
現状に至る過程や改善の過程を理解させることによって，社会は人々の努力によって改
葬されることを理解させる。この理解が社会参画する態度を支えると考えた。
資料 1 (別紙)は，男女雇用機会均等法の制定・改正によって書き換えられてきた求人
広告とともに両性の本質的平等の意義を理解させる授業で使用した教材である。男女共同
参画社会の実現はまだ不十分だが，男女聞の不平等が改善されてきたのも確かである D 求
人広告の変化や年表の記述，グラフから，不完全ながらも改善の方向に向かっていること
が読み取れる教材である。生徒は，授業後に「法を変えることによって社会は変わること
を知ったJとワークシートに記入していた。
(2) 政府や識者，歴史上の人物の構想を考察・評価させる学習課題
級友の構想を吟味したり，級友に自分の構想、を説明し，意見を求める活動も構想力の育
成に有効だが，政府や識者，歴史上の人物の構想は，より豊富な情報から多面的・多角的
に吟味していることが多い。このような構想は生徒にとって見本となる D どのような情報
をもとに，どのような判断を経て構想を創り上げているのか考察させ，よい構想の条件を
知ることができる。識者や歴史上の人物の構想の中には恋意的なものも見られるが，それ
を考察させることは批判的思考を育成することにつながる。
例 源頼朝はどんな政権を作ろうとしていたのだろうか
「日本はTPPに参加すべきJと主張する NZ首相の意見は正しし、か
(3) 近い将来の姿を予測させる学習課題
様々な情報を結び付け総合する力を育成するための手だてであると同時に，これからの
社会を構想させる学習課題でもある。事例 1 rアフリカ什|はどのように変化していくと予
測できるだろうかJ(別紙)では，アフリカの地域的特色や資料(データ)を根拠として，
他地域で学んだ地理の知識等を活用させ，これからのアフリカ州を予測させる。予測の際，
生徒は中国や日本の経済発展を思い出し，日本や中国の特色とアフリカ州の特色を比較し，
これからのアフリカ州が中国に近い経済発展をすると予測していた。
(4) 公民的分野「現代社会をとらえる見方や考え方Jの習得と活用に留意した指導計画の
作成
「卒業論文」を書きあげた生徒に対する質問紙調査で， r卒業論文を作成する際に役立
ったことは何かJと尋ねたところ，最も多かったのが「対立Jr合意Jr効率Jr公正」等
の社会の見方・考え方であった。身近な具体的事例を通して習得させ，経済単元，政治単
.7c ，国際単元で活用させ， r生きてはたらく知識Jにさせておくことが必要である。
(5)思考の過程を可視化するワークシートの作成
思考の過程を可視化することは，自分の思考過程をメタ認知しやすくする。思考力の育
成にはメタ認知は不可欠であり，構想力もその中心は思考力である。したがって，ワーク
シートの工夫は思考力だけでなく 構想力の育成にもつながる。事例 2 (別紙)のワーク
シートは思考の過程を可視化したものである。
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(6) これからの社会やそこに生きる自分を構想させる学習課題
言うまでもなく，構想力全体を育成するための手だてであり，構想することへの意欲を
高める手だてにもなる口事例 3 (別紙)を見ていただきたい。「国際社会は食糧やエネル
ギーをどのように分配したらよいだろうかj を学習課題とし，教師が作成したスライドの
ナレーションを考えさせた。生徒の作品例を見ると，それぞれの資料についての分析から
現状を把握し，将来を予測しようとしていることが分かる。また，予測に基づいて，発展
途上地域における経済統合を目的とした組織の結成や先進国の発展途上国に対する援助等
を提案しているロ
6 次年度の研究を進めるにあたって
授業実践の分析や学年末の質問紙調査の結果から，次のことが確認できた白
① 構想力が育成されつつあること D 特に，卒業論文において構想力を発揮できた生
徒が多くいたこと。
② 授業後も関心をもち，考え続け，よりよい社会をめざそうとする生徒が育成され
つつあること。
③ 思考・判断を伴う学習活動への意欲が高まっていること。
『これからの社謹円bそこに生きる自分のこと同調心がある』
1年
2圭F
3年
。縄 問" 20% 3m(， 4c陥so% 6mG 70唖， 80崎町蹴 100脳
| ロあてはまる 回ややあてはまる 回あまりあてはまらない Eあてはまらず品、 因分からない | 
図4 これからの社会やそこに生きる自分に関心がある生徒の割合
今後，実践を重ね，構想力育成の手だてをさらに見出していく。特に，情報の収集や読
み取りの技能を一層高める手だてを見出し，構想、の質を向上させたい。そして，年間指導
計画(評価計画を含めて)の改善を続けていきたい。また，構想力の評価方法について研
究を深め，評価を指導に生かしていくようにする。
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